
茶室は古来から多様な様式の開口により光を操ってきた。しかし、茶室を支える大地も海原も自ずとそ
の光源である太陽と月の影響を受けて存在するものである。
今提案は、無意識に受けるこの影響を太陽と月によってもたらされる潮汐にたとえ、空間形状を動的に
変化させることで室内への光を操ることができる茶室とした。
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